



























































































（89） X＞ X＋ R1＞ X＋ R1＋ R2
（90） a. predict＞ predictable＞ predictability





（91） a. accuse＞ accused＞ the accused








（92） a. try＞ a try＞ have a try
 b. look at this＞ a look at this＞ have a look at this






して認定できることを意味する。Ｘを，行為名詞，Rm と Rn を，同一の調
節詞の変異形とすると，次のように表示することができる。
（93） Rm　＋　Ｘ～ Rn　＋　Ｘ
（94） a. have a look/nap/rest






語 転換 （i） She biked  to school
句 前置詞削除 （ii）He went home  yesterday.
句 不定詞削除 （iii）They made me sign  the agreement.
文 補文標識削除 （iv）I wish you would stop smoking.
文 前置詞省略 （v）He was reading, (with) a pipe in his mouth.































（91） a. encase, enchain
 b. enrich, enlarge.






（92）もし調節詞 Aが，特定の言語要素 Bと共起するなら，Aは Bを認可する。









（93） a. He looks like an able man.















調節詞 入力 出力 認可 出力位置
-ment, -tion 動詞 名詞 有 右
-able, -ible 動詞 修飾詞 有 右
en- 名詞・修飾詞 動詞 有 左
be 名詞句・修飾句 動詞句 無 左
with, in, on 名詞・節 修飾句・修飾節 有 左
the 修飾句 名詞句 有 左
like 名詞句・文 修飾句・修飾節 有 左
-ed 名詞句・文 修飾節 無 右
have 名詞句 動詞句 無 左
it 修飾句・動詞句 文 有 左

















-al, -y, -ic, -ful, -ly, 
-able, -ate, -ed, 





動詞 -ize, -ify, -en -ize, -ify, -en




















動詞＞名詞 -ment, -tion, -er the, a 
名詞＞動詞 -ify, -ize, -en be, have
名詞＞修飾詞 -able -al, -y, -ic, with, in, on, -ed, like
修飾詞＞名詞 -ty, -ness the
修飾詞＞動詞 -ify, -ize, -en be
動詞＞修飾詞 -able -ed, -ing
　これを観察すると，調節詞は，出力が予測可能なように再利用されている









文＞名詞 that, if, whether -ing, to不定詞 ,






（92） a.  句のレヴェルにおける＜調節詞＞は，すべて，＜再利用＞される要
素である。
 b.  文のレヴェルにおける＜修飾詞＞を形成する＜調節詞＞は，すべて，
句のレヴェルにおける＜調節詞＞の＜再利用＞の要素である。
 c.  文のレヴェルにおいて，＜動詞＞を形成する＜調節詞＞は，存在し
ない。（もしあると，既存の＜動詞＞と重複するからである。）
 d.  文のレヴェルにおいて，名詞・修飾詞・動詞を文に変換する＜調節
詞＞は，イントネーションである。
　＜再利用＞は，次の二つのタイプがある。
（93） a.  ＜レヴェル内再利用＞（sublevel reuse）： ある＜調節詞＞が，語同士，
句同士など，同一言語レヴェルにおいて＜再利用＞される。





調節詞 入力 出力 言語レヴェル
a, the 動詞・修飾詞 名詞 レヴェル間
-ing, -en 文 修飾詞 レヴェル間
with, on, in, like 名詞・文 修飾詞 レヴェル間
-able 名詞・動詞 修飾詞 レヴェル内
-ify, -ize 名詞・修飾詞 動詞 レヴェル内
be, have 名詞・修飾詞 動詞 レヴェル内
that, whether, if 文 名詞 レヴェル間
　従来，beは，＜操作詞＞あるいは＜連結詞＞として位置付けられてきた。
このような名称は，苦渋の選択である。すなわち，一般動詞なのか，あるいは，
一般動詞とは独立した範疇なのかが，等閑に付されている。同様に，likeは，
これまで接続詞および前置詞等の語類に入っていた。これでは，同音異義語
なのか，多義語なのかが，解決されない。
　従来，言語要素には，どの文法範疇に所属するのかが不明なものが存在し
た。本稿では，＜調節詞＞と＜中核詞＞いう 2区分を提唱することにより，
所属不明の言語要素を，一律に＜調節詞＞として処理することができると主
張する。これは，単に，従来所属不明の語を「屑入れ」（waste basket）に入
れることを意味しない。＜調節詞＞は，＜中核詞＞の担わない共通の役割が
ある。それは，ある＜中核詞＞に属する語を，他の＜中核詞＞に変換するこ
とである。
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